
早
期
出
動
の
た
め
の
1
1
9

１
１
９
番
通
報
を
受
信
し
た
際
に
聴
取

す
る
内
容
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。
慌

て
ず
、
落
ち
着
い
て
通
報
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
早
期
出
動
が
可
能
と
な
り
、
火
災

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
た
り
、
傷
病
者
を

迅
速
に
医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

第
13
回
「
防
火
の
詩う

た
」
募
集

今
年
度
も
火
災
予
防
啓
発
の
一
環
と
し

て
、皆
さ
ま
か
ら
火
災
予
防
に
関
す
る「
標

語
・
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
」
を
募
集
し
ま
す
。

日
頃
の
生
活
の
中
で
火
災
予
防
を
呼
び

掛
け
る
標
語
な
ど
で
あ
れ
ば
、
形
式
・
様

式
に
特
に
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
対
象
／
町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
さ
れ

て
い
る
方

●
応
募
方
法
／
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
電
話
番
号
・
職
業
（
会
社
名
、

学
生
の
場
合
は
学
校
名
）を
明
記
の
上
、

郵
送
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

・
郵
送
の
場
合
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火
災　
…　
4
件

救
急　
…　
1
0
4
9
件

救
助　
…　
13
件

有
田
川
町
消
防
本
部　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　
☎
２
５
‐
１
２
４
３

令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）

9
月
末
現
在
の
出
動
件
数

消
防
だ
よ
り

●
締
切
日
／
12
月
6
日
（
金
）

●
そ
の
他

・
入
選
作
品
の
発
表
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
行
い
ま
す
。

・
応
募
作
品
の
著
作
権
は
当
消
防
本
部
に

帰
属
し
、
原
則
返
却
は
し
ま
せ
ん
。
ま

た
、
作
品
の
著
作
権
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
の
責
任
は
当
消
防
本
部
で
は
一

切
負
い
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま

す
。

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、空
気
が
乾
燥
し
、

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
毎
年
11
月
9
日
か
ら
15
日
ま
で
「
秋

季
全
国
火
災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま

す
。こ

の
運
動
は
、
火
災
予
防
へ
の
心
構
え

を
呼
び
掛
け
る
こ
と
で
、
火
災
の
発
生
を

防
止
し
、
火
災
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。消
防
本
部
で
は
、

各
種
広
報
活
動
や
火
災
防
御
訓
練
の
実
施

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

住
宅
火
災
の
発
生
や
逃
げ
遅
れ
を
防

ぎ
、
命
を
守
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
火
の

元
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
胸
骨
圧
迫

呼
び
掛
け
て
も
反
応
が
な
く
、
呼
吸
を

し
て
い
る
か
判
断
に
迷
う
場
合
ま
た
は
分

か
ら
な
い
場
合
に
継
続
し
て
胸
を
押
す
。

胸
の
真
ん
中
を
両
肘
を
真
っ
直
ぐ
に
伸
ば

し
て
手
の
平
の
付
け
根
の
部
分
に
体
重
を

か
け
約
5
㎝
沈
む
程
度
（
小
児
・
乳
児
は
、

胸
の
厚
み
１
／
３
）
両
手
で
強
く
、
１
分

間
に
１
０
０
～
１
２
０
回
の
テ
ン
ポ
で
速

く
、
絶
え
間
な
く
押
す
。

令
和
６
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語　
「
守
り
た
い　
未
来
が
あ
る
か
ら　
火
の
用
心
」

応
急
手
当
て
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

●
喉
に
物
が
詰
ま
っ
て
呼
吸
が
で
き
な
い

人
へ
の
対
応
の
異
物
除
去
「
背
部
叩
打

法
」

手
の
平
の
付
け
根
で
肩
甲
骨
の
間
を
強

く
連
続
し
て
叩
い
て
く
だ
さ
い
。
詰
ま
ら

せ
た
本
人
に
意
識
が
あ
れ
ば
、
咳
を
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。
意
識
が
な
く
な
れ
ば
、
直

ち
に
「
胸
骨
圧
迫
」
を
開
始
し
て
く
だ
さ

い
。
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